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イネ萎縮病ウイルス (RDV) は内殻タンパク質と外殻タンパク質によって覆われた 2 重殻構造を持つ植物レオウ
イルスである o ウイルス内部には12分節した 2 本鎖RNA とその感染・増殖に必要な酵素群が含まれている。ウイル
ス粒子の直径は700 A とこれまでに結晶構造解析が行われたウイルスのなかでも最も大きなウイルスの一つである o
RDV は電子顕微鏡下の観察により T= 9 の正二十面体構造をとっているとされていた。
ウイルスの構造解析手法としては現在およそ 3 つの方法がある D 第一は重原子同型置換法，第二は構造解析済みの
類縁ウイルスをモデルとする分子置換法，第三は結晶からの回折データと数学的に発生させたモデルから解析を始め
る αb initio法で‘ある o RDV の場合第一の方法ではサンプル量から考えて複数の重原子置換体の作成は不可能であ
り，第二の方法はRDV が植物レオウイルスとして始めての解析となることから不可能であった。したがって，第三




















開発するとともに， このウイルスの殻は780 分子の蛋白質からなる， これまでにない複雑な構造であることを明らか
にした。よって，この論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める o
? ?
